
大森　正治  議員

　
米
子
市
ま
で
の
遠
距
離

通
学
に
な
る
た
め
、
現
在
、

養
護
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
が
来
る
場
所
ま
で
、
保

護
者
が
送
迎
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
養
護
学
校
に
通
学
す
る

児
童
・
生
徒
の
教
育
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
考
え
は
。

【
教
育
委
員
会
】
町
内
の

小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど

も
と
同
じ
よ
う
に
、
教
育

保
障
を
し
て
い
き
た
い
。

【
大
森
】
養
護
学
校
に
通

う
小
・
中
学
生
の
通
学
実

態
は
。

【
大
森
】
憲
法
第
26
条
・

教
育
基
本
法
第
４
条
教
育

の
機
会
均
等
の
観
点
か
ら
、

養
護
学
校
に
通
う
児
童
・

生
徒
の
通
学
を
十
分
保
障

す
べ
き
で
あ
る
。

【
教
育
委
員
会
】
来
年
度

は
３
人
増
の
８
人
。
自
宅

か
ら
乗
車
場
所
ま
で
の
距

離
は
、
２・５
㎞
以
下
が
４

人
、
約
14
㎞
が
２
人
、
あ

と
２
人
は
米
子
市
内
に
居

住
。

【
大
森
】
保
護
者
の
送
迎

負
担
の
解
消
、
軽
減
の
方

策
は
。

【
教
育
委
員
会
】
経
費

負
担
軽
減
の
た
め
の
新
た

な
制
度
を
検
討
し
て
い
る
。

ま
た
、
関
連
の
担
当
課
と

も
連
携
し
な
が
ら
支
援
の

方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

国民健康保険を担当する住民生活課

養護学校の送迎バス停の1つ（役場大山支所）

養護学校への
　　通学保障を！

新たな制度を検討教育
委員会

【
大
森
】
国
保
法
44
条
は
、

「
保
険
者
は
、
特
別
の

理
由
が
あ
る
被
保
険
者
で
、

窓
口
一
部
負
担
金
の
支
払

い
が
困
難
な
者
に
、
減
額
、

免
除
、
猶
予
で
き
る
」
と

規
定
し
て
い
る
。

　
一
昨
年
、
厚
労
省
が
通

知
を
出
し
た
結
果
、
減
免

制
度
を
実
施
す
る
全
国
の

市
町
村
は
６
割
強
に
増
加

し
た
。

　

過
去
２
度
の
質
問
に

「
検
討
を
重
ね
る
」
と
の

答
弁
だ
っ
た
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
国
保
財
政
の
現

状
か
ら
、
慎
重
に
検
討
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

【
大
森
】
制
度
化
さ
れ
て

も
、
財
政
負
担
は
そ
れ
ほ

ど
な
い
。
ど
ん
な
検
討
が

さ
れ
て
き
た
の
か
。

【
町
長
】
県
内
で
は
４
市
８

町
村
で
制
度
化
さ
れ
て
い

る
。

【
大
森
】
５
自
治
体
か
ら

12
自
治
体
へ
と
増
加
し
て

い
る
。
町
民
の
安
心
の
た

国
保
の
窓
口
負
担
の
減
免
を
！

町長

慎
重
な
検
討
を
要
す
る

め
に
安
全
網
を
整
備
す
べ

き
だ
。

【
町
長
】
厳
し
い
財
政
運

営
の
も
と
で
は
、
慎
重
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。
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定

例

会

質
疑
・
採
決

委
員
会
活
動

一
般
質
問

陳
情
審
査

特

集

議
会
報
告
会

あ
と
が
き


